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２
０
２
２
年
2
月
24
日
、
ロ
シ
ア
が
始
め
た
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
は
、
世
界
を
文
字
ど
お
り
震

撼
さ
せ
た
。
21
世
紀
も
20
年
以
上
過
ぎ
、
し
か
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
で
、主
権
の
尊
重
、領
土
不
可
侵
、

武
力
行
使
の
禁
止
と
い
う
第
二
次
世
界
大
戦
後
国

際
秩
序
の
基
本
原
則
が
公
然
と
蹂
躙
さ
れ
た
こ
と

は
、
軍
事
的
な
事
柄
に
自
制
的
で
、
対
話
と
通
商

で
対
ロ
関
係
を
保
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
の
安
全
保
障

政
策
に
根
本
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
迫
っ
た
。

も
と
も
と
、
第
二
次
大
戦
で
犯
罪
的
な
絶
滅
戦

争
を
遂
行
し
た
ド
イ
ツ
の
軍
隊
は
、
戦
後
防
衛
監

察
官
の
導
入
な
ど
民
主
的
な
刷
新
を
果
た
し
、
兵

士
た
ち
は
「
制
服
を
着
た
市
民
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
た
。
冷
戦
終
結
後
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
域
外
へ
の
派
兵

が
容
認
さ
れ
、
１
９
９
９
年
ユ
ー
ゴ
空
爆
で
、
連

邦
軍
は
初
め
て
実
戦
に
参
加
し
た
。
２
０
２
２
年

の
ア
フ
ガ
ン
派
兵
以
降
国
外
派
兵
が
常
態
化
す
る

中
、
連
邦
軍
の
あ
り
よ
う
に
も
変
化
が
生
じ
た
。

２
０
１
１
年
の
徴
兵
制
中
断
も
、
連
邦
軍
が
介
入

軍
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
る
こ
と
の
反
映
で

あ
っ
た
。
他
方
国
民
の
間
で
は
、
軍
国
主
義
と
ナ

チ
ズ
ム
の
反
省
か
ら
「
反
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
・
コ
ン

セ
ン
サ
ス
」
が
堅
固
で
、
国
外
派
兵
に
批
判
的
・

懐
疑
的
な
声
が
終
始
優
勢
で
あ
っ
た
。と
こ
ろ
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
事
態
は
、
冷
戦
期
以
来
の
「
国

防
」
と
い
う
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
急
浮
上
さ
せ
、
こ
の

国
に
政
策
転
換
の
み
な
ら
ず
政
治
文
化
の
変
容
を

も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
る
。

１
．「
時
代
の
転
換
」
へ
の
対
応
策

２
月
27
日
、
日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
催
さ

れ
た
連
邦
議
会
で
、
オ
ラ
ー
フ
・
シ
ョ
ル
ツ
首

相
（
社
会
民
主
党
）
は
、「
私
た
ち
は
時
代
の
転
換

を
体
験
し
て
い
る
。
そ
れ
が
意
味
す
る
の
は
、
以

後
の
世
界
は
以
前
の
世
界
と
も
は
や
同
じ
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
だ
」
と
述
べ
、
連
邦
軍
向
け
に

１
０
０
０
億
ユ
ー
ロ
の
「
特
別
基
金
」
を
創
設
す

る
こ
と
や
、
軍
事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
以
上
に
引

き
上
げ
る
こ
と
を
公
言
し
た
。
議
場
で
は
、
野
党

の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
か
ら
拍
手
喝
采

が
起
き
、
逆
に
社
会
民
主
党
の
議
員
は
呆
気
に
取

ら
れ
た
風
情
で
あ
っ
た
。

６
月
３
日
、
連
邦
議
会
は
、「
特
別
基
金
」
創

設
の
た
め
の
憲
法
改
正
を
賛
成
５
６
７
、
反
対

96
、
保
留
20
で
承
認
し
た
。
7
月
1
日
に
は

２
０
２
３
年
の
連
邦
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
リ
ン
ト
ナ
ー
財
務
相
（
自

由
民
主
党
）
が
「
債
務
ブ
レ
ー
キ
」
を
押
し
通
す
中
、

軍
事
支
出
は
、
27
・
6
億
ユ
ー
ロ
増
の
５
０
１
億

ユ
ー
ロ
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
支
援
を
め
ぐ
っ
て
は
、

首
相
は
長
ら
く
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟

の
み
な
ら
ず
、
与
党
の
緑
の
党
と
自
由
民
主
党
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
か
ら
「
グ
ズ
グ
ズ
し
て
い
る
」
と
攻
撃
さ
れ
続

け
た
。
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
翌
日
、
ド
イ
ツ
は
、

予
告
し
て
い
た
軍
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
５
０
０
０
個
を

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
送
り
、
翌
々
日
に
は
対
戦
車
兵
器

１
０
０
０
門
、
携
帯
型
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
５
０
０

基
と
い
っ
た
武
器
供
与
も
決
定
し
た
。

4
月
11
日
、「
今
は
言
い
逃
れ
で
は
な
く
創
造

性
と
実
用
主
義
の
時
だ
」
と
い
う
ア
ナ
レ
ー
ナ
・

ベ
ア
ボ
ッ
ク
外
相
（
緑
の
党
）
の
発
言
が
一
つ
の

き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
４
日
後
10
億
ユ
ー
ロ
以
上

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
追
加
軍
事
支
援
が
決
定
、
さ
ら
に

４
月
26
日
に
は
つ
い
に
重
火
器
（
ゲ
パ
ル
ト
対
空
戦

車
）
の
供
与
が
発
表
さ
れ
、
28
日
、
連
邦
議
会
の

承
認
を
受
け
た
。
ド
イ
ツ
に
あ
る
米
軍
演
習
場
で

は
、
そ
れ
ま
で
使
っ
た
こ
と
の
な
い
武
器
を
扱
う

訓
練
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
兵
に
施
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
ド
イ
ツ
は
Ｇ
７
議
長
国
と
し
て
6
月

26
～
28
日
、
エ
ル
マ
ウ
・
サ
ミ
ッ
ト
を
主
催
、

「
反
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」の
終
焉
？

―
「
時
代
の
転
換
」の
ド
イ
ツ

木
戸
衛
一



11
市民の意見  NO.192　2022/8/1

特
集　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
考
え
る
Ⅱ

1
億
６
６
０
０
万
ユ
ー
ロ
の
巨
費
を
投
じ
て
西
側

の
結
束
を
強
調
し
た
が
、
招
待
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー

国
（
イ
ン
ド
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、セ
ネ
ガ
ル
、南
ア
フ
リ
カ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
と
の
連
携
は
思
う
よ
う
に
い
か
な

か
っ
た
。

そ
の
直
後
の
29
～
30
日
、
マ
ド
リ
ー
ド
で
開
か

れ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
議
は
、
伝
統
的
中
立
国

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
加
入
を
承

認
、
ロ
シ
ア
・
中
国
へ
の
対
抗
を
明
確
に
し
、
即

応
部
隊
（
４
万
人
か
ら
30
万
人
超
へ
）、
東
欧
に
展
開

す
る
戦
闘
群
の
増
強
を
決
定
し
た
。
ド
イ
ツ
は
即

応
部
隊
に
１
万
５
０
０
０
人
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
駐

留
す
る
戦
闘
群
に
従
来
の
１
０
０
０
人
か
ら
約

５
０
０
０
人
を
提
供
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

２
．
世
論
の
反
応

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
い
う
現
実
に
直
面
し
、
ド

イ
ツ
の
世
論
は
大
き
く
動
揺
し
た
。
5
月
27
日
付

Ｆ
Ａ
Ｚ
紙
の
月
例
世
論
調
査
の
見
出
し
「
新
た
な

模
範
『
闘
う
平
和
』」
は
象
徴
的
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し
て
い

る
こ
と
は
重
要
だ
」
と
い
う
意
見
へ
の
賛
否
は

86
％
・
7
％
（
２
０
１
１
年
は
58
％
・
25
％
）、「
ロ
シ

ア
か
ら
の
攻
撃
は
、
軍
事
的
な
抑
止
で
一
番
防
げ

る
」
へ
の
賛
否
も
56
％
・
23
％
と
大
き
く
差
が
つ

い
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
が
攻
撃
さ
れ
た
場
合
に

同
盟
義
務
を
果
た
す
こ
と
に
も
、
58
％
が
賛
成
し

て
い
る
。
平
和
運
動
が
盛
ん
で
、
一
方
的
軍
縮
も

提
起
さ
れ
た
１
９
８
０
年
代
と
比
較
し
て
、
軍
事

力
を
肯
定
す
る
点
で
、
緑
の
党
の
指
導
部
・
支
持

者
の
変
化
は
際
立
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
東
西
世
論
の
落
差
も
見
逃
せ
な
い
。

自
国
の
軍
事
力
に
よ
る
抑
止
へ
の
賛
同
は
西

62
％
・
東
30
％
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
部
隊
の
強
化
は
西

58
％
・
東
29
％
、
攻
撃
時
の
同
盟
義
務
の
履
行
は

西
63
％
・
東
36
％
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
武
器
供
与
に
対
す
る
賛
成
も
、
西
の

55
％
に
対
し
、
東
は
21
％
に
す
ぎ
な
い
。

6
月
17
日
、
第
2
テ
レ
ビ
の
世
論
調
査
は
、「
西

側
諸
国
か
ら
の
重
火
器
に
よ
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

ロ
シ
ア
と
の
戦
争
に
勝
て
る
だ
ろ
う
か
」
と
の
問

い
に
、「
勝
て
る
」
26
％
、「
勝
て
な
い
」
64
％
と
、

悲
観
的
な
意
見
が
多
数
を
占
め
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
バ
ル
ト
三
国

で
の
部
隊
を
増
強
す
る
こ
と
に
は
「
賛
成
」
54
％
、

「
反
対
」
38
％
で
、
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
占
領
後

の
２
０
１
４
年
9
月
の
31
％
・
57
％
と
正
反
対
の

数
値
と
な
っ
た
。
ま
た
、
連
邦
政
府
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
支
援
は
「
適
度
だ
」
43
％
、「
足
り
な
い
」

33
％
、「
過
剰
だ
」
16
％
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
近
々

Ｅ
Ｕ
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は

「
賛
成
」
60
％
、「
反
対
」
31
％
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
入
に
は「
賛
成
」

79
％
、「
反
対
」
12
％
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

プ
ー
チ
ン
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
核
兵
器
を
念

頭
に
「
外
部
の
介
入
」
を
威
嚇
し
た
こ
と
は
、
核

兵
器
に
対
す
る
ド
イ
ツ
人
の
姿
勢
も
大
き
く
変
え

た
。
ド
イ
ツ
に
は
ビ
ュ
ッ
ヒ
ェ
ル
空
軍
基
地
（
ラ
イ

ン
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
）
に
米
国
の
核
兵
器
約
20

発
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
か
つ

て
２
０
１
０
年
２
月
、
当
時
の
ギ
ド
・
ヴ
ェ
ス
タ
ー

ヴ
ェ
レ
外
相
（
自
由
民
主
党
）
は
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
・
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
外
相
と
と
も
に
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
の

プ
ラ
ハ
演
説
を
拠
り
所
に
、
欧
州
か
ら
の
核
兵
器

の
撤
去
を
求
め
る
書
状
を
ラ
ス
ム
セ
ン
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

事
務
総
長
宛
に
送
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
２
０
２
１

年
6
月
に
公
表
さ
れ
た
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
安
全
保
障

会
議
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
核
兵
器

が
配
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
賛
同
す
る
の
は
14
％

に
過
ぎ
ず
、
57
％
が
撤
去
を
望
ん
で
い
た
。

今
般
の
事
態
を
受
け
、
3
月
18
日
、
ベ
ア
ボ
ッ

ク
外
相
は
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
核
抑
止
力
は
信
頼
で
き

る
も
の
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
発

言
し
た
。
6
月
２
日
に
放
送
さ
れ
た
調
査
報
道
番

組
パ
ノ
ラ
マ
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
に
置
か
れ
て
い

る
米
国
の
核
兵
器
に
つ
い
て
、
40
％
は
「
現
状
維

持
」、
12
％
は
「
増
強
」、
39
％
が
「
撤
去
」
を
支

持
し
た
。
ド
イ
ツ
が
欧
州
の
枠
内
で
、
自
前
の
核

兵
器
を
持
つ
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は「
賛
成
」

20
％
、「
反
対
」
77
％
で
あ
っ
た
。

他
方
で
ド
イ
ツ
は
、
6
月
21
～
23
日
、
ヴ
ィ
ー

ン
で
開
か
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
第
1
回
締
約
国

会
議
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
オ

ラ
ン
ダ
と
と
も
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
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た
。
代
表
は
22
日
の
演
説
で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
核
同

盟
で
あ
り
続
け
る
と
確
認
し
つ
つ
も
、
締
約
国
と

の
建
設
的
対
話
を
約
し
た
。
7
月
10
日
に
は
ベ
ア

ボ
ッ
ク
外
相
が
長
崎
を
訪
れ
、「
た
と
え
ど
れ
ほ

ど
遠
ざ
か
っ
て
い
て
も
」、「
平
和
と
核
な
き
世
界
」

の
た
め
に
努
力
す
る
決
意
を
示
し
た
。

「
国
防
」
が
任
務
の
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
た
連

邦
軍
は
、
予
算
面
だ
け
で
な
く
人
員
面
の
補
充
も

必
要
に
な
る
。
週
刊
誌
『
フ
ォ
ー
ク
ス
』
は
3
月

5
日
、徴
兵
制
の
再
導
入
に「
賛
成
」47
％
、「
反
対
」

34
％
、「
わ
か
ら
な
い
」・
無
回
答
19
％
と
い
う
世

論
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
も
っ
と
も
、
エ
バ
ー

ハ
ル
ト
・
ツ
ォ
ル
ン
総
監
も
、
エ
ー
フ
ァ
・
ヘ
ー

グ
ル
防
衛
監
察
官
も
、
か
つ
て
の
よ
う
な
兵
役
義

務
の
復
活
を
相
次
い
で
否
定
し
て
い
る
。
ち
な
み

に
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
は
7
月
6
日
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後

の
２
０
０
７
年
に
廃
止
し
て
い
た
徴
兵
制
を
、
来

年
再
導
入
す
る
決
定
を
下
し
た
。

6
月
12
日
、
フ
ラ
ン
ク
＝
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
シ
ュ

タ
イ
ン
マ
イ
ア
ー
大
統
領
が
大
衆
紙
『
ビ
ル
ト
』

日
曜
版
で
、
若
者
が
一
定
期
間
社
会
奉
仕
義
務
を

負
う
こ
と
を
議
論
す
る
よ
う
問
題
提
起
し
た
。
社

会
奉
仕
に
は
軍
務
も
含
ま
れ
る
が
、
大
統
領
は
徴

兵
制
の
復
活
を
直
接
的
に
意
図
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
オ
パ
シ
ョ
フ
ス
キ
未
来
研
究

所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
社
会
奉
仕
義

務
に
賛
成
す
る
割
合
は
２
０
２
２
年
3
月
、
66
％

に
増
加
（
２
０
１
９
年
3
月
は
37
％
）、
14
～
24
歳
の

年
齢
層
で
も
59
％
に
達
し
た
（
同
22
％
）。

5
月
15
日
、
ヘ
ー
グ
ル
防
衛
監
察
官
が
「
そ
れ

ま
で
軍
隊
な
ど
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
こ
の
国
の
実

に
多
く
の
人
が
今
、
連
邦
軍
が
何
の
た
め
に
あ

り
、
な
ぜ
必
要
と
さ
れ
、
自
分
が
も
っ
と
連
邦
軍

の
た
め
に
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
気
づ
い

た
」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
以

降
、連
邦
軍
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。
実
際
、

２
０
２
２
年
2
月
、
3
月
に
ド
イ
ツ
国
防
省
の
サ

イ
ト
を
訪
れ
た
の
は
前
年
の
４
倍
に
達
し
、
特
に

3
月
の
閲
覧
者
が
４
１
０
万
人
と
過
去
最
多
に

な
っ
た
と
い
う
。

予
備
役
の
な
か
に
は
、
連
邦
軍
に
支
援
を
申
し

出
る
者
も
い
る
一
方
、
危
急
の
際
に
軍
務
を
拒
否

で
き
る
可
能
性
に
つ
い
て
相
談
す
る
者
も
増
え
て

い
る
と
い
う
。
実
際
、
連
邦
軍
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
の
軍
務
拒
否
の
申
請
件
数
は
、
1
カ
月
で

３
３
０
件
に
達
し
た
。
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会（
Ｅ

Ｋ
Ｄ
）
に
付
属
す
る
軍
務
拒
否
・
平
和
福
音
主
義

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｅ
Ａ
Ｋ
）
で
も
、
戦
争

で
人
を
殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

３
．
軍
拡
に
抗
し
て

か
つ
て
、
西
独
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
ド

ロ
テ
ー
・
ゼ
レ
は
、『
軍
拡
は
戦
争
が
な
く
て
も

人
を
殺
す
』
と
喝
破
し
た
（
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
出
版

部
、
１
９
８
５
年
。
原
著
は
１
９
８
２
年
）。
新
自
由
主

義
の
下
で
進
む
貧
富
の
格
差
拡
大
と
貧
困
の
深
刻

化
、
気
候
危
機
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
食
糧
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
危
機
と
い
う
世
界
情
勢
に
照
ら
し
て
、
こ

の
警
句
は
往
時
以
上
に
切
実
さ
を
伴
っ
て
い
る
。

事
実
、
対
等
福
祉
連
盟
が
6
月
29
日
に
公
表
し

た
「
貧
困
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
昨
年
ド
イ
ツ
の

貧
困
人
口
は
１
３
８
０
万
人
（
16
・
6
％
）
に
達
し

た
。
コ
ロ
ナ
以
前
よ
り
60
万
人
増
え
、
最
悪
の
記

録
で
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
る
深
刻
な
イ
ン
フ

レ
（
5
月
7
・
9
％
、
6
月
7
・
6
％
）
も
考
慮
す
る

と
、
ド
イ
ツ
で
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
人
が
、
戦

争
が
な
く
て
も
殺
さ
れ
る
の
か
想
像
も
つ
か
な

い
。
6
月
3
日
の
ｔ
ａ
ｚ
紙
が
一
面
ト
ッ
プ
の
イ

ラ
ス
ト
で
示
し
た
よ
う
に
、「
特
別
基
金
」
分
の

１
０
０
０
億
ユ
ー
ロ
で
、
1
年
間
正
当
な
支
払
い

を
受
け
る
介
護
職
50
万
人
分
（
２
７
５
億
ユ
ー
ロ
）、

小
学
校
１
０
０
校
の
新
改
築
（
30
億
ユ
ー
ロ
）、
風

力
発
電
所
1
万
ヵ
所
分
（
３
２
０
億
ユ
ー
ロ
）、
75

平
方
メ
ー
ト
ル
の
住
宅
10
万
軒
（
３
０
０
億
ユ
ー

ロ
）、
近
郊
電
車
・
バ
ス
に
１
ヵ
月
乗
り
放
題
の

9
ユ
ー
ロ
チ
ケ
ッ
ト
の
1
年
間
全
員
給
付
（
75
億

ユ
ー
ロ
）
が
す
べ
て
賄
え
る
の
で
あ
る
。

３
月
22
日
、「
民
主
主
義
と
社
会
国
家
を
守
ろ

う
」
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
活
動
が
始
ま
り
、

7
月
15
日
現
在
、
賛
同
者
は
4
万
９
９
２
１
名
に

達
し
た
。
４
月
11
日
に
は
連
邦
議
会
前
で
、
核
戦

争
防
止
国
際
医
師
会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
と
核
兵
器
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特
集　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
考
え
る
Ⅱ

廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
の
各
ド
イ

ツ
支
部
が
、
共
同
で
核
爆
弾
を
搭
載
で
き
る
米
戦

闘
機
Ｆ
35
の
調
達
に
反
対
す
る
デ
モ
を
行
っ
た
。

5
月
1
日
の
メ
ー
デ
ー
で
は
、
ラ
イ
ナ
ー
・
ホ
フ

マ
ン
労
働
総
同
盟
（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）
議
長
が
大
軍
拡
に

強
い
警
告
を
発
し
た
。
ド
イ
ツ
の
軍
拡
に
反
対
す

る
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
の
軍
務
拒
否
者
・
脱
走
兵
を
支
援
す
る
動

き
も
あ
る
。

だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
反
映
し
て
、
ド
イ

ツ
の
平
和
運
動
は
か
つ
て
な
い
逆
風
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。４
月
15
～
18
日
の
復
活
祭
平
和
行
進
は
、

「
プ
ー
チ
ン
の
第
五
列
」（
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
グ
ラ
ー

フ
・
ラ
ム
ス
ド
ル
フ
連
邦
議
会
議
員
）
と
い
っ
た
悪
罵

に
晒
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
従
来
の
「
武
器
な
し

に
平
和
を
創
る
」
こ
と
を
求
め
る
デ
モ
に
、「
武

器
を
も
っ
て
平
和
を
創
る
」
こ
と
を
求
め
る
デ
モ

が
競
合
す
る
事
態
に
な
っ
た
。
５
月
初
旬
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
重
火
器
供
与
を
め
ぐ
り
、
シ
ョ
ル
ツ

首
相
に
宛
て
た
知
識
人
の
二
通
り
の
公
開
書
簡
が

発
表
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
「
第
三
次
世
界
大
戦

の
危
険
」
や
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
間
人
の
人
命
と
い

う
さ
ら
な
る
〈
コ
ス
ト
〉
へ
の
道
義
的
責
任
」
を

訴
え
る
軍
事
支
援
慎
重
派
よ
り
も
、「
核
戦
争
の

脅
し
は
、
ロ
シ
ア
の
心
理
戦
の
一
部
」
で
、「
核

戦
争
の
危
険
は
、
ク
レ
ム
リ
ン
へ
の
譲
歩
で
払
い

の
け
ら
れ
な
い
」
と
す
る
積
極
派
の
方
が
優
勢
で

あ
っ
た
。

４
．
軍
国
主
義
勢
力
の
増
長
を
許
さ
な
い
た

め
に

４
月
28
日
に
シ
ョ
ル
ツ
首
相
が
訪
日
し
た
。
中

国
訪
問
の
つ
い
で
に
日
本
を
訪
れ
る
と
い
う
風
情

だ
っ
た
メ
ル
ケ
ル
前
首
相
時
代
と
は
、
こ
の
点
で

も
様
変
わ
り
と
言
え
る
。

も
っ
と
も
前
政
権
も
２
０
１
５
年
、
安
倍
内
閣

の
「
戦
争
法
」
を
歓
迎
し
、２
０
２
０
年
に
は
「
イ

ン
ド
太
平
洋
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
閣
議
決
定
、
特

に
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
政
策
協
力
、
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
キ
ー
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、
海
洋
秩
序
の
維
持
な
ど
の
分
野
で
日
本

と
の
協
力
を
進
め
て
き
た
。

問
題
は
、
ド
イ
ツ
の
対
東
ア
ジ
ア
姿
勢
の
見
直

し
が
、
日
本
の
軍
国
主
義
勢
力
を
さ
ら
に
増
長
さ

せ
、
軍
事
費
2
倍
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
、
核
共
有
、

９
条
改
憲
と
い
っ
た
剥
き
出
し
の
軍
事
化
政
策
を

促
し
か
ね
な
い
点
に
あ
る
。「
民
主
主
義
対
専
制
主

義
」と
い
う
お
決
ま
り
の
図
式
は
、歴
史
を
歪
曲
し
、

公
文
書
・
統
計
の
改
竄
・
捏
造
や
縁
故
主
義
を
恥

じ
ず
、
人
権
や
市
民
的
自
由
、
立
憲
主
義
を
歯
牙

に
も
か
け
な
い
彼
ら
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

４
月
25
日
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
平
和
研
究
所

（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
が
公
表
し
た
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

２
０
２
１
年
の
軍
事
支
出
で
中
国
は
世
界
２
位
、

日
本
は
９
位
、
韓
国
は
10
位
で
あ
っ
た
。
世
界
全

体
の
軍
事
費
が
2
兆
ド
ル
を
越
え
る
危
険
な
状
況

の
中
で
、
東
ア
ジ
ア
と
い
う
「
火
薬
庫
」
が
暴
発

し
な
い
よ
う
、
日
独
を
始
め
と
す
る
国
際
的
な
市

民
社
会
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
き
ど
・
え
い
い
ち
／
大
阪
大
学
教
授
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の
尊
厳
を
認
め
る
こ
と

～
海
老
坂
武
さ
ん
に
応
え
て
反
戦
を
考
え
る

杉
原
浩
司

プ
ー
チ
ン
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
開
始
か

ら
５
ヵ
月
に
な
る
。
現
地
で
は
日
々
、
ロ
シ
ア
軍

に
よ
る
残
虐
な
戦
争
犯
罪
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る

が
、
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
は
随
分
少
な
く
な
っ
た
。

市
民
の
反
戦
運
動
も
ま
た
、
ご
く
一
部
の
持
続
的

な
取
り
組
み
を
除
け
ば
、
パ
ッ
タ
リ
と
な
く
な
っ

た
よ
う
に
見
え
る
。
一
時
期
盛
ん
に
交
わ
さ
れ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
ど
う
見
る
か
と
い
う「
論
争
」

も
、
混
迷
を
経
て
明
ら
か
に
下
火
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。


	



